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研究分野：工学 
科研費の分科・細目：建築学・建築環境・設備 
キーワード：地球・都市環境・ヒートアイランド 
 
１．研究計画の概要 
本研究は、近年さらに深刻化して来ている

ヒートアイランド現象を解明し、その有効な
解決策を提案して行くことを目的に、①ＧＰ
Ｓ機能を有した温度計測器（ＧＰＳ温度計）
を開発し、水平・垂直方向の気温分布を詳細
かつ正確で、長期に亘って観測可能な新たな
計測手法を提案するとともに、②地方都市を
対象に、都市スケールや街区スケールの気温
分布を詳細に計測することで、地方都市にお
けるヒートアイランド構造を明らかにする。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)ＧＰＳ温度計の開発 
 2008年には試作機を作成し、ＧＰＳの位置
精度等に関する予備的検討を行い、2009 年に
は基本設計とそれに基づく回路基板の作
成・組み立てを行った。2010 年には、作成し
たＧＰＳ温度計の水平・垂直方向の位置測定
精度、温度測定精度、反応速度、電池寿命等
について検討し、ソフト・ハード的な改良を
行った。 
(2)垂直気温分布観測方法の検討 
 2008 年には市販のアドバルーンキットを基
に、ヘリウムを使用したガス係留気球と電動
ウィンチと組み合わせた、垂直気温分布観測
システムを構築し、材料強度・上昇性能の確
認や昇降作業時の問題点について検討を行
った。また、2010年には航空航路近傍におけ
る夜間の温度計測を可能にするため、気象観
測用自律飛行体として、独自の構造を持つ飛
行体を考案し、原理確認の試験機を製作し特
許出願を行った。 
(3) ヒートアイランド構造の計測 
 2008 年にはＧＰＳ温度計利用上の課題整
理とその改善を行うために、八代市を対象と

して、自動車による水平気温分布の移動観測
と、係留気球による垂直気温分布の移動観測
を行った。2009 年には八代市日奈久町の
温泉街を対象として、自転車を用いた気
温の移動観測を行い、街区程度の熱環境
計測にもＧＰＳ温度計が有効であるこ
と、土地被覆や地形、自動車からの排熱
及び陸海風の影響によって気温分布が
変化することを明らかにした。2010 年に
は、八代市中心部にある八代城跡を対象とし
て、自動車・自転車・徒歩による詳細な気温
分布観測を実施し、緑地及び堀の水面がもた
らす冷却効果について検討した。 
(4)ヒートアイランドの数値シミュレーション 

八代市中心部付近の夏季の地表付近の気
温の日変化を、数値モデルを用いて調べた。
その結果、中心部の八代城周辺の水辺がヒー
トアイランドの低減効果が期待できること
が分かった。 
 
３．現在までの達成度 
区分：やや遅れている。 
理由：作成したＧＰＳ温度計の位置測定精
度・電池寿命等において当初想定した性能が
得られなかったため、ソフト・ハード的な改
善に時間を要し、本格的なヒートアイランド
構造の計測を十分に行うことができなかっ
た。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 ＧＰＳ温度計の性能については、ある程度
目処が立ったので、2011年は水平方向の気温
分布を中心に、都市熱環境の計測を本格的に
行っていく予定である。また、実測結果に基
づいたシミュレーションを行い、地方都市の
ヒートアイランド構造や、都市内緑地・水面
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の冷却効果などについて明らかにしていく
予定である。さらに、垂直方向の気温分布計
測については、係留気球に代わる、気象観測
用自律飛行体の実用性についても検討を行
う予定である。 
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